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研究成果の概要（和文）：本研究は, ビジネス日本語教育および高度外国人材の育成・評価に資するビジネス日
本語フレームワーク（以下，BJFW）を構築している。インタビュー調査の結果，高度外国人材は, 言語能力や異
文化間コミュニケーション能力を活かし，仲介活動をしていることが明らかとなった。また，CEFR補遺版が発表
され,「仲介」活動について, 新たな定義と例示的能力記述文（Can-do）が加えられ，複言語・複文化社会にお
ける「仲介」の重要性が明らかとなった。そこで，CEFR補遺版の仲介Can-do 240項目を翻訳・精査・分析し, 
BJFWの「仲介活動」Can-doを全49項目を構築し、尺度化のため量的調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：We are building a Business Japanese Framework (hereinafter referred to as 
BJFW) that contributes to business Japanese education and the development and evaluation of highly 
skilled foreign human professionals. Our interview survey revealed that highly skilled foreign 
professionals utilize their language and intercultural communication competence to engage in 
mediation activities.Meanwhile, CEFR-CV 2018 was published, adding new definitions and exemplary 
ability statements (hereinafter referred to as Can-do) for mediation activities, highlighting the 
importance of mediation activities in a multilingual and multicultural society.    
Therefore, we translated, examined, and analyzed the 240 mediation Can-do items in the CEFR-CV 2018 
and constructed the BJFW's Mediation Activities Can-do. There are 49 items in total.Next, we 
conducted a quantitative survey on 218 highly skilled foreign professionals.

研究分野：日本語教育

キーワード： Can-do statements　高度外国人材　仲介活動　mediation　CEFR-CV 2018　異文化間コミュニケーショ
ン能力　ビジネス日本語フレームワーク　ビジネス日本語能力

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって構築されるBJFWは，これまでにはなかった汎用的な評価基準となるCEFRを援用した高度外国人材
対象のB2レベル以上のCan-doである。
今後は，全Can-do項目について量的調査を実施し，項目の難易度を推定するためにラッシュ系モデルによる統計
分析（尺度化）を行う。その結果に基づき，Can-do項目を難易度順に並べ，レベル設定を行い，尺度化し，BJFW
を完成する。完成したBJFWは，高度外国人材の育成・教育・評価に資するべく，ウェブサイトで広く公表する計
画である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年，日本では企業における高度人材としての外国人社員の需要が高まっている。日本社会の

労働力人口減少およびビジネス環境のグローバル化の進展がその背景にある。高度外国人材に

はビジネス日本語能力が求められるが，その評価基準は，定まっているとはいえない。そこで，

本研究では，ビジネス日本語教育および高度外国人材の育成・評価に資する「ビジネス日本語フ

レームワーク」を構築している。先行研究の高度外国人材に対するインタビューによると，高度

外国人材は，言語能力や異文化コミュニケーション能力を活かし，日本企業と取引先の仲介役と

して活躍しているという。2018 年には，CEFR 補遺版が発表され, 「仲介」活動について, 新た

な定義と例示的能力記述文（以下，Can-do とする）が加えられ，複言語・複文化社会における

「仲介」の重要性が示された。本研究は，CEFR 補遺版の仲介 Can-do 項目を翻訳・精査・分析

し,「仲介活動」Can-do 項目を確定し, 次いで，高度外国人材が経験している仲介活動およびそ

の自己評価を明らかにするために，高度外国人材を対象に量的調査を実施した。 
 
２．研究の目的 
 

2022 年度に，高度外国人材として日本企業等に就職した元留学生は，33,415 人となり，2021

年度より 3,408 人（10.7%）増加した。この背景にあるのは,日本社会における労働力人口の減少

とビジネス環境のグローバル化の進展である。このような状況下で，大学や日本語学校など日本

語教育の現場では，ビジネス日本語教育のニーズが高まっている。ビジネス日本語に関する Can-

do については，葦原（2014）が BJT ビジネス日本語能力テストに基づく Can-do を公表してい

る。また，厚生労働省（2020）が,「就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツール」として CEFR

を援用した A1〜B2 レベルの Can-do を公表している。しかし， CEFR を援用した高度外国人材

対象のビジネスタスクの Can-do は，管見の限り公表されていない。本研究は，汎用的な評価参

照枠となる「ビジネス日本語フレームワーク（以下，BJFW とする）」の構築を目的とする。こ

のフレームワークは，高度外国人材の育成・教育・評価に資する枠組みとなる。  
 
 
３．研究の方法 

本研究は，次のプロセスで CEFR-CV 2018 を援用した「仲介」Can-do 案を開発した。1）CEFR-

CV 2018 の仲介に関する記述を抜粋・翻訳する。2）仲介の Can-do を抽出し，日本語に翻訳する。

3）内容を精査し，BJFW の Can-do として書き換える。CEFR-CV 2018 から抽出された仲介の Can-

do は 240 項目である。BJFW に追加するために，Can-do の再構築の作業をする上では，次のよ

うなプロセスが発生した。1）翻訳した Can-do 記述をビジネス場面に置き換える。2）ビジネス

場面に置き換えることができないものは, リストから除外する。3）二言語間で行われる仲介に

ついては，起点言語が日本語で目標言語が日本語以外の言語の場合，およびその逆の場合，の 2

パターンの Can-do を作成する。4）A1〜C2 等の尺度のレベル差をつけるために用いられるマイ

ナス条件（「翻訳がぎこちないが」「発話に間違いがあるが」など）については削除し，タスクの

難易度によってレベル差をつける。以上のようなプロセスを経て, 240 項目が BJFW の能力記述

文項目バンクに登録された。 

次いで，本研究では，「仲介」Can-do を確定するために次のような質的調査を実施した。 



1）高度外国人材の就職支援に携わる日本人の専門家に依頼し，3 名が，項目バンクに登録さ

れた Can-do 項目について，その必要度（「全く必要ではない = 1」から「とても必要である = 5」

の 5段階）を評価した。さらに各項目について問題点や改善点等，気づいたこと（例：表現がわ

かりにくい，場面が想像しにくい，意味がわからない等）についてコメントをした。 

2）日本で就業している高度外国人材に依頼し，2名が，Can-do 項目について，経験の有無と

その必要度，自己評価（「ほとんどできない = 1」から「問題なくできる = 5」の 5段階）を回答

した。さらに，各項目について問題点や改善点等についてコメントした。3）質的調査で得た評

価とコメントを元に，さらに Can-do 項目を精査・修正した。この質的調査を経て，表 1 の通り，

49 項目を「仲介活動」Can-do として確定した。 

 
 

 

 
 
 

 

さらに，本研究では，確定した仲介活動 Can-do の49項目について，高度外国人材を対象に，

量的調査を実施した。調査の目的は，次の2点である。 

1）高度外国人材はどのような仲介活動を経験しているか。 

2）自己評価が特に高い項目の特徴，あるいは低い項目の特徴は何か。 

 

確定した「仲介活動」の 49 項目について，国内外で就業し，日本語を使用して業務にあたっ

ている高度外国人材を対象に Microsoft フォーム（日本語・英語・韓国語・中国語簡体字・中国

語繁体字版）を作成し，アンケート調査を実施した。   

本調査の実施期間は，2022 年 2月〜3月である。 

また，調査項目は次の通りである。1）調査回答者のプロフィールについて，出身地・母語・日

本語学習歴・日本語レベル・業種・部署名・役職名・勤続年数・勤務地・職種・担当業務に関す

る情報を得た。2）業務上の「日本語・日本語以外の言語間の口頭による仲介」22 項目，「日本語・

日本語以外の言語間の書くことによる仲介」12 項目，「会議における日本語・日本語以外の言語

間の仲介」6 項目，「日本語のみによる仲介」9 項目の全 49 項目について，経験の有無を確認す

る。3）49 項目について「ほとんどできない = 1」から「問題なくできる = 5」の 5段階で自己評

価する。その結果，日本国内外（国内 95, 国外 123）で勤務する 22カ国・地域出身者 218名から

回答を得た。 
 
 
４．研究成果 
 

本研究による Can-do 調査の結果，次のことが明らかとなった。1）「経験あり」と回答した者

の割合は,「日本語・日本語以外の言語間の口頭による仲介」（平均値 68.1%）が最も高く「会議

における日本語・日本語以外の言語間の仲介」（平均値 57.7%）が最も低かった。2）自己評価の

平均は「日本語・日本語以外の言語間の口頭による仲介」（平均値 3.86）が最も高く，「日本語の

みによる仲介」（平均値 3.62）が最も低かった。3）「日本語・日本語以外の言語間の口頭での仲

介」の自己評価は，日本語→日本語以外（平均値 3.93），日本語以外→日本語 （平均値 3.80）

表 1：仲介活動の Can-do 
仲介活動 項⽬数 

日本語・日本語以外の言語間の口頭による仲介 22 
日本語・日本語以外の言語間の書くことによる仲介 12 
会議における日本語・日本語以外の言語間の仲介 6 

日本語のみによる仲介 9 

 



で，日本語を日本語以外の言語に口頭で仲介する活動の評価が高かった。4）「日本語・日本語以

外の言語間の書くことによる仲介」の自己評価は，日本語→日本語以外 （平均値 3.77），日本語

以外→日本語 （平均値 3.67）で，日本語を日本語以外の言語に書いて仲介する活動の評価が高

かった。 

本研究によって構築される BJFW は，これまでにはなかった，CEFR を援用した，汎用的な評

価参照枠となる高度外国人材対象のビジネスタスクの Can-do である。この Can-do は，高度外国

人材のビジネス日本語能力を評価するシステムとなりうると同時に，ビジネス日本語教育の現

場において，教員や学習者にとって明確な目標レベルが提示できるなどの利点がある。今後は，

全 Can-do 項目について量的調査を実施し，項目の難易度を推定するためにラッシュ系モデルに

よる統計分析（尺度化）を行う。その結果に基づき，Can-do 項目を難易度順に並べ，レベル設定

を行い，尺度化し，BJFW を完成する。完成した BJFW は，高度外国人材の育成・教育・評価に

資するべく，ウェブサイトで広く公表する計画である。 
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